
                                                                                      

                                                            

          

                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月１１日～１２日、横浜地本の万全な準備のもと湯本富士屋ホテルにおいて「２０１８政策フォーラム」が開催され、

能代支部からは佐藤(智)、三浦(隆)の 2 名で参加してきました。職場から組合員と共に練り上げてきた政策提言が１１機関か

ら発表され、参加者からの発言で提言に豊富化されました。 

秋田地本からは運輸車両部会が「ワンマン列車のサービス向上を目指して」と題して、導入されてから３０年以上が経過し

ている中、導入当時では想定できなかったことが変化してきており、車両設備の改良が追い付いていない問題意識から生まれ

た提言が発表されました。 

能代支部としても来年の政策フォーラムに向けて、分会と共に組合員のための政策提言づくりを進めていきます！ 

【第１セッション】 

○横浜地本：鎌倉車両センター分会・国府津車両センター 

検修職場の将来を見据えた人材育成『最後の砦は人である！』 

○営業部会：輸送分科会 

ホーム上の安全は俺たちが守る～Part３ 

○水戸地本：JR バス土浦分会 

常磐道多重追突事故における事故原因究明委員会について 

○大宮地本：大宮車掌区分会 

恵比寿駅白杖挟まり発生！！原因究明委員会報告 

○仙台地本：左沢線営業所分会 

本人の証言をもとに原因究明し、鉄道員としてあるべき姿を、

ヒューマンファクターの観点から追求し対策を 

【第２セッション】 

○秋田地本：運輸車両部会 

ワンマン列車のサービス向上を目指して 

○仙台地本：郡山支部 

より良い地域ローカル線を残すために 

○千葉支社：工務部会・津田沼支部 

「社員満足度№１」の鉄道会社を目指して～手当等の新設・

改善による労働条件向上～ 

○東京地本：バスセンター分会 

東京駅バス乗り場路面陥没問題 

○八王子地本：営業プロジェクト 

変革２０２７に挑む 

○盛岡地本：青森駅連合分会・大湊駅連合分会 

作業ダイヤを見直し、営業職場の適正な要員配置を考える 


